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空気ばねが無負荷の状態では絶対に空気を入れないでください。
空気ばねが破損することがあります。
機器から空気ばねを外したり、機器を移動する場合は必ず空気を抜いてから行ってください。
空気が入った状態で行うと、空気ばねの破損や重大な災害に繋がる恐れがあります。
取り付け時・使用時に、空気ばねのゴムベローズ部に傷をつけないように注意してください。
異物が接触する恐れがある場合は、保護カバーを設けてください。
使用する雰囲気温度は-20℃～＋60℃としてください。
40℃を超える環境下では、空気ばねの寿命が短くなる可能性があります。
酸、アルカリ、有機溶剤、潤滑油などがゴムベローズ部に付着しないように注意してください。
万が一、付着した場合には直ちに水洗いしてください。
空気ばねの高さは、カタログ値に記載の範囲内で使用してください。
ゴムベローズ部に補強コードまで達する傷や異常な膨れが発生した場合は直ちに交換してください。
空気ばねの設置面はできるだけ平らにし、プレート面全体で荷重を受けるようにしてください。また、配管チューブにテンションが
掛からないようにしてください。
防振用途での使用時は、0.5MPa以下の内圧で使用してください。
アクチュエータ用途での使用時は0.7MPa以下の内圧で使用してください。この0.7MPaは瞬間最大内圧を含んでいます。
※使用可能範囲については、別途、寸法・特性グラフを参照してください。
２段・３段型はアクチュエータ用途のみでの使用とし、防振・除振用途には使用しないでください。
また、標準高さ以上で10分以上の保持はしないでください。
空気ばねの金属部に溶接を施さないでください。熱、または火花でゴムベローズ部に傷がつき、破損の原因になる可能性があります。
防振目的で下記の条件に該当する機器には、空気ばねを使用しないでください。
空気ばねの共振により、機器の振幅が非常に大きくなり空気ばねや機器が破損する可能性があります。
① ： 機器の使用回転数（あるいは使用ストローク数）が、空気ばねの固有振動数3～6Hzに近い場合。
   たとえば、500rpm以下のプレスがこれに該当します。
② ： 起動時、停止時の回転数の上昇、下降が非常にゆるやかで、共振状態が長く続く機器の場合。
③ ： ①には該当しないが、機器の加振力が強大で、その結果、常用回転数において、空気ばねの振幅が過大となる場合。



※水色部分は標準高さを基準に圧縮側と伸張側の使用可能範囲を表しています。
ただし、0.7MPaは最大高さ付近では使用できません。
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空気ばねが無負荷の状態では、絶対に空気を入れないでください。
空気ばねが破損することがあります。
機器から空気ばねを取り外したり、機器を移動したりする場合は必ず空気を抜いてから行ってください。
空気が入った状態で行うと、空気ばねの破損や重大な災害に繋がる恐れがあります。
取り付け時、使用時に、空気ばねのダイヤフラム部に傷をつけないよう注意してください。
ダイヤフラム部およびタイヤバルブに異物が接触する可能性がある場合には、保護カバーを設けてください。
雰囲気温度は、-20～＋60℃で使用してください。
40℃を超える環境下では、空気ばねの寿命が短くなる可能性があります。
酸、アルカリ、有機溶剤、潤滑油などがダイヤフラム部に付着しないように注意してください。
万が一、付着した場合には直ちに水洗いしてください。
空気ばねの高さは、90±6mmの範囲で使用してください。
ダイヤフラム部に補強コードまで達する傷や異常な膨れが発生した場合は直ちに交換してください。
空気封入作業中でも、圧力は0.5MPa以上に上げないでください。
最大荷重時、標準高さ90mmでの圧力は、0.45MPaです。
バルブ差込口付近が茶色く変色していることがありますが、錆ではありません。空気もれ防止のシール材です。
絶対に拭き取らないでください。正常に動作しなくなる恐れがあります。
防振目的で下記の条件に該当する機器には、空気ばねを使用しないでください。
空気ばねの共振により、機器の振幅が非常に大きくなり空気ばねや機器が破損する可能性があります。
① ： 機器の使用回転数（あるいは使用ストローク数）が、空気ばねの固有振動数3～6Hzに近い場合。
   たとえば、500rpm以下のプレスがこれに該当します。
② ： 起動時、停止時の回転数の上昇、下降が非常にゆるやかで、共振状態が長く続く機器の場合。
③ ： ①には該当しないが、機器の加振力が強大で、その結果、常用回転数において、空気ばねの振幅が過大となる場合。
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空気ばねが無負荷の状態では、絶対に空気を入れないでください。
空気ばねが破損することがあります。
空気ばねにはストッパーが内蔵されており、空気を入れなくとも機器を支持できます。
機器搭載後に、空気を入れてください
機器から空気ばねを取り外したり、機器を移動したりする場合には必ず空気を抜いてから行ってください。
空気が入った状態で行うと、空気ばねの破損や重大な災害に繋がる恐れがあります。
空気ばね本体、タイヤバルブおよびウレタンチューブなどに衝撃を与えたり、傷を付けたりしないように注意してください。
雰囲気温度は、-20～＋60℃で使用してください。
40℃を超える環境下では、空気ばねの寿命が短くなる可能性があります。
最大荷重時、標準高さ時の内圧は、PSL-75の場合0.27MPa、PSL-150の場合0.22MPaです。
空気ばねの高さは、標準浮上高さ±5mmの範囲で使用してください。
空気封入作業中でも、圧力は0.3MPa以上には上げないでください。
除振目的の機器に使用してください。
防振目的の機器に使用する場合は、あらかじめ機器作動時の空気ばねの状態を確認してください。
タイヤバルブからエア漏れが発生した場合は付属のムシ回しでバルブコアを締めなおしてください。
防振目的で、下記の条件に該当する機器には、空気ばねを使用しないでください。
機器の振幅が非常に大きくなり（共振に近い状態）、空気ばねが破損することがあります。
① ： 機器の使用回転数（あるいは使用ストローク数）が、空気ばねの固有振動数3～6Hzに近い場合。
   たとえば、500rpm以下のプレスがこれに該当します。
② ： 起動時、停止時の回転数の上昇、下降が非常にゆるやかで、共振状態が長く続く機器の場合。
③ ： ①は該当しないが、機器の加振力が強大で、その結果、常用回転数において、空気ばねの振幅が過大となる場合。
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0852 仙台市宮城野区榴岡4-6-30 第6税経ビル2F
代理商 

滿 億 企 業 有 限 公 司 

TEL：(04)2319-9797 

E-mail:manye.chang@msa.hinet.net 

www.manyi.com.tw 

台中市南屯區文心路一段 378 號 20 樓之 6 

FAX：(04)2319-3636 


